
「イラク攻撃反対！有事法案廃

案１１・２３愛知県民集会」が、１１

月２３日に名古屋市中区の白川公

園で開かれ２０００人が参加。集会

やパレードをくりひろげました。さ

まざまな市民団体や労働組合、宗

教者、政党では共産党、社民党、

新社会党が参加する「テロと報復

戦争に反対、憲法を守る愛知実行

委員会」が主催したもので、同実

行委員会による県民集会は３回目

になります。

集会で主催者あいさつにたった

成瀬昇実行委員会世話人は「政府与党は有事

法案を修正して成立させることを画策している

が、憲法違反の本質は変わらず廃案しかない。

アメリカはアフガニスタンに対して報復攻撃を

続けてきたがテロはなくなるどころかむしろ拡

大している。戦争に大儀はない。アメリカのイラ

ク攻撃に断固反対しよう」と訴えました。

集会後、参加者は有事法制廃案と書かれた

ゼッケンを付け、思いおもいのノボリやプラカー

ドを手に栄までパレードしました。

アメリカのアフガン攻撃支援を行うＣ１３０Ｈ輸

送機が配備される航空自衛隊小牧基地のある

小牧市の市之久田中央公園で１１月１７日、第６

回小牧平和集会が開かれ、２５０人が参加して

小牧基地までデモ行進しました。

主催者あいさつにたった尾中地区労連の杉

本一夫副議長は「中部新空港ができ、民間小型

機まで新空港に移転すれば、管制は自衛隊の

思うまま。有事法案と同時に考えると本当に危

険。危険な動きを止めよう」とよびかけました。
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財政難を理由に名古屋市の敬老パスが来年

度予算編成でどう扱われるかが焦点となってい

る中、年金者組合は１１月２６日、松原武久市長

に対し約１万人分の敬老パス存続を求める要請

署名を提出し、名城東小公園で集会を開きまし

た。敬老パスは６５歳以上の高齢者が無料で地

下鉄や市バスに乗車でき、高齢者の社会参加

を支えていますが、この存続は、松原市長の選

挙公約でもあります。

集会であいさつにたった年金者組合の中川

礼治委員長は「約１ヶ月という短期間だったにも

かかわらず、名古屋市外も含めて本当に多くの

方から署名が寄せられた。この勢いをさらに大

きくし必ず敬老パスを守ろう」と訴えました。集

会後、参加者は栄まで元気にデモ行進しました。

４回目となる愛労連労働組合講座が１１月２３

日から２４日にかけて幡豆町のグリーンホテル

三ヶ根で開かれ各組合から２６人が参加しまし

た。初日の記念講演では、全労連国際局長の

岩田幸雄さんが「国際的視野でみる日本の労

働組合運動の到達点と課題」と題して講演。労

働者、労働組合の国際的な連帯活動とＩＬＯ闘

争強化の重要性を語りました。２日目には、全

国一般ナトコ労組の市場丈基執行委員長が「職

場・地域ですすめる組合活動とは」と題して講

演。「提案型」運動や「組合活動活性化に特効

薬はない」として原則活動（会議、機関紙、学習、

組織拡大など）の大切さを強調しました。

参加者からは、「厳しい状況がわかった」「広

い視野で考える必要性を感じた」などの感想が

出されました。また、参加者の交流を持ち続け

るためにネットワークを作ることにしています。
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１１月９日、愛知争議団総会が開かれました。

小泉内閣が進める構造改革・リストラ攻撃と直接

切り結び、たたかっている愛知争議団の仲間が

結集。会議室は一杯、思いが伝わってきます。

挨拶にたった愛労連の見崎徳弘議長は「厳し

い闘いをたたかいぬいている、争議団の闘い

一つひとつに敬意を表したい」「ＪＲ、ＮＴＴは政

府が責任を持たなければならない企業で、こ

んなバカなことが許されていいのか！」「闘い

に立ち上がる争議団の決意は“宝物です”」と語

り、会場からは「そうだー！」と気持ちが一つに

なりました。

国民救援会の安藤巌会長の挨拶を受け、愛

労連の黒島英和副議長より「争議の一日も早い

解決のために」とした特別報告がされ、渡辺三

千夫事務局長から経過報告と方針提案を受け

討議に入りました。

昨年の総会以降、勝利解決した争議は、ヒット

通商、丸八商運、加藤楽器、鈴木過労死、ほる

ぷ、ゆたか福祉会職場復帰の皆さんが、新た

な一歩を踏み出されました。それぞれの争議団

から、闘いへの思い決意が語られ、勝利争議

の経験と教訓に学び、一日も早い争議解決に

むけ、共同の取り組みを確認しました。

争議団の「申し合わせ事項」として、会費、役

員体制などと、例会の定例化として、奇数月の

第３土曜日の午後と確認されました。

新役員は、議長に黒島英和氏、副議長に渡辺

三千夫氏・青木光雄氏、事務局長に勅使河原勇

氏、事務局次長に植木日出男氏・若見叔孝氏を

選出しました。

１１月２６日に第３回目の「丸高前座り込み抗議

宣伝行動」を予定していた前日の２５日、昭窯生

コン社長、丸高㈱専務との交渉が行われました。

丸高㈱の伊藤専務は「昭窯生コン社長との話

し合いにすれ違いがあった」「今日は握手をし

ようと思ってやってきた」と述べ、一括解決に向

けた交渉となりました。

２回の休憩をはさむ交渉で、具体的な金額が

提案され、約１年分の雇用・生活保障分、退職

金相当分、解決金として誠意が示された水準と

して判断し合意に達することができました。

建交労愛知県本部、丸高㈱、昭窯生コンの三

者で確認書を取り交わし今後、代理人間で調停

をすることになりました。

昭窯生コン争議団の８名は、６月に一方的に

企業閉鎖、解雇通告を受けて以降、社長宅や

名古屋駅前にある丸高㈱前での連日の抗議宣

伝を繰り広げ、支援共闘会議結成以降、支援の

輪が大きくひろがり、丸高㈱の社会的責任を追

及してきたことが、早期解決につながりました。

（昭窯生コン争議支援共闘会議 平田茂）
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２００２年１１月

■２９日（金）

愛労連リストラ対策委員会

（１５：００～愛労連会議室）

全国一般サンファイン争議判決

（１３：００～名古屋地裁）

■３０日（土）

愛知県消費者大会

（１０：００～名古屋市公会堂）

２００２年１２月

■１日（日）

愛労連社保学校

（１０：００～保険医協会伏見会議室）

ＳＴＯＰ！有事法制１２．１大集会

（１５：００～東京・代々木公園サッカー場）

■２日（月）

愛労連第５回四役会議

（１４：００～愛労連会議室）

名古屋市補助金カット反対座り込み

（１０：００～名古屋市役所前※７日まで）

■３日（火）

障害者３団体補助金カット反対座り込み

（～４日 愛知県庁前）

■４日（水）

愛労連集中労働相談（～６日）

■７日（土）

２００３愛知国民春闘討論集会

（１３：００～８日 愛知県労働者研修センター）

■８日（日）

第１９回高蔵寺弾薬庫マラソン

（１０：００～春日井市高座台保険センター南）

■９日（月）

愛労連働くルール署名推進委員会

（１４：００～愛労連会議室）

■１１日（水）

愛労連第９回幹事会

（１８：００～労働会館本館第１会議室）

■１２日（木）

愛労連組織拡大推進委員会

（１３：３０～愛労連会議室）

■１５日（日）

革新愛知の会総会

（１３：３０～労働会館東館ホール）

■１６日（月）

メディア規制問題国会議員懇談会

（１８：３０～名古屋市教育館）

■１９日（木）

地労委民主化会議幹事会

（１４：００～愛労連会議室）

■２３日（月）

愛労連第２８回臨時大会

（１０：００～サン笠寺サンホール）

■２５日（水）

愛労連第１０回幹事会

（１３：３０～労働会館本館第１会議室）

■２９日（日）

年末年始に伴う愛労連事務局閉鎖

２００３年１月

■６日（月）

愛労連第６回四役会議

（１４：００～愛労連会議室）

■８日（水）

愛労連第１１回幹事会

（１４：００～労働会館本館第１会議室）

愛労連２００３年旗びらき

（１８：００～労働会館東館ホール）

■１２日（日）

地域労連代表者会議

（１０：００～サン笠寺サンホール）

愛労連・愛知春闘共闘新春大学習会

（１３：００～サン笠寺サンホール）
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